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〈お
使
い
の
パ
ソ
コ
ン

・
携
帯
電
話
の

セ
キ

ュ
リ
テ

イ
は
大
丈
夫
？
〉

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
が
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

と
、

個
人
情
報
が
流
出
し
た
り
遠
隔
操
作
を
さ
れ
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

必
ひ
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、

Ｏ
Ｓ
や
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
最
新
の
状
態
に
更
新
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、

ウ
イ
ル
ス
感
染
を
防
止
す
る
た
め
、

ｂ
当
た
り

の
な
い
メ
ー
ル
は
関
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

（
Ｉ
Ｄ

・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管
理
は
厳
重
に
！
〉

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
シ
ヨ
ツ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト

等
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｄ

・
パ
ス
ワ
ー

ド
は
、

他
人
に
分
か
ら
な
い
よ
う
に
管
理
し
て
お
か
な
い
と
、

不
正
に
ア
ク
セ
ス
さ
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の

日
座
か
ら
不
正
に
送
金
さ
れ
た
り
、

シ
ヨ
ン
ピ
ン
グ
サ
イ
ト

に
登
録
し
た
ク
レ
ジ
ツ
ト
カ
ー
ド
情
報
を
盗
ま
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

パ
ス
ワ
ー
ド
等
は
使
い
ま
わ
し
せ
す
、

利
用
サ
イ
ト
ご

と
に
別
の
も
の
を
設
定
し
、

定
期
的
に
変
更
す
る
な
ど
し
て

厳
重
に
管
理
し
ま
し
よ
う
。

〈
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
詐
欺
に
ご
用
心
―
〉

格
安
の
シ
ヨ
ン
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
を
装
い
、

お
金
を
だ
ま
し

取
る
詐
欺
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。　
・

あ
ま
り
に
も
価
格
が
安
い
、
日
本
語
が
お
か
し
い
、

電
話

番
号
や
住
所
な
ど
の
連
絡
先
が
書
か
れ
て
い
な
い
、

振
込
先

が
全
く
関
係
の
な
い
個
人
名
に
な
つ
て
い
る
な
ど
、

サ
イ
ト

に
不
自
然
さ
を
感
じ
た
ら
取
引
を
中
止
し
ま
し
よ
う
。

〈
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

・
サ
ー
ビ
ス

（
Ｓ

Ｎ

ｓ
）
利

用

の
注
意

点
〉

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
住
所
や
名
前
、

顔
写
真

な
ど
の
個
人
情
報
を
掲
載
し
た
た
め

に
他
の
サ
イ
ト
に
無
断
で
転
載
さ
れ

た
り
、

誹
誘
中
傷
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

一
度
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
の
世
界

に
流
れ
出
た
情
報
を
全
て
消
す
こ

と
は
不
口
能
で
す
。

よ
く
考
え
て
書
込
み
や
掲
載
を
し

ま

し

ょ
ぅ
。

一つ中争
ｒ
撃

題
手
　
『
古
韓
場
」は
．

躍
出
県
主
天
城
中
２
年
生

国
穂
　
優
花
さ
ん
　
の
作
品
で
す
。

◇藤戸巌在所督内の皆様へ◇

襲ンンンンン畿鑢
藤戸町天城周辺において車上ね らい

が多発 しています !

〇 藍 ず革壽ンヽ爾ンン籟ン

○ 事 の話ンンン、ン讐戦熙

翁貴重議畿ンン癒韻ン癒ン

等揮ぶ鶴癒簸ンンがン

◎【藤戸盤在所安全安心ニュース】◎

◎ 熙ン醒ン轟熙ン鞭轟ンンン幾議簸簸 ゴ
管 内の小学校 や幼 稚 園 口保 育 園等 で今年度 最後

の新学期が始 ま りま した。

始 業 式 の 日に行 われ た挨 拶運 動 で は子 どもの元

気 な姿 や挨拶 を 目の 当た りに し、楽 しいひ ととき

を 過 ご す こ と が 出 来     桟

ました。       畿 翡督盤盤醒熙轟纏ン藤屯圭遷欝額
今 後 と も、子 ど も理ンン願 圏ンンン ンピ苔

の 安 全 安 心 に 向 け 、

皆様 の ご理解 ・ご尽

力 を お願 い します。

ンン轟rll轟鶏鶴漁轟ジ酸奉簸
ンン 簿赦裁ン悪畿 議鹸

° 目転題はt頗広い年齢層の方が利用できる手軽な乗り物です
が、運転を藻ると加警者にも級害者にもなり得る危険な乗り物
です。

自転醸は、道嬌交通法上は自動車と同じ 「車両」です。

自転車運転者も ドライパーですから、左側通行、しや断中の

踏切への立入襲止、信号や一時停止などの交通ル…ルを守らな

ければいけません。
O 自 転理の関係する人身交通事故は全人身交通事故の約 2翻 を

占めており、納6調 は自転専田にも交通違反がある事故です。

また、自転車が関係する人身事故の約 7聞 は交産点やその付

近で発生しています。
交養点を通行する場合、徐行又は一時停止するなどして周囲

の安全をよく確認をしましよう。
○ 農 覇轟ぞ餐趨悪簸窪題懇赫残壌途、鋼悪動の頬鹸 紘なるほま

か、最悪盤翁董鍾強畿傷極

と館な親醸輩。
また、感轍議で葵醒轟震

を鰺た場釜嶺ま親悪議の幾鹸
極綾響譲爾。

○ 基 本的な交通ル…ルを守
り、交進事数にあわないよ
うに安全運転 を心掛 けま

目立つカッコで歩こうで!

筆の運転じょTりゃあヽ その大事さ
がふ～[分 かつとるじやる?議襲煮

目立ちゃ一目立つだけ早<見
つけて<れ るけ一、安全 じゃ !

光 るもん を持 つ LEElライ トを持つ

到豊雪居電暑岳角ほ審幅 発 行 藤
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件 秩 詐 数 馨 戒 輪 材 中 !不 馨 た 人物 や 童 面 力 幕 甲“1タカ 時 に は 相 誹 1フて く だ さ い !


